
水のお話会
（ぞう組）

熊本県環境生活部環境局の職員の方にお越し頂き、「水のお話し会」に参加したぞう組です。どんなお話が聞

けるのかとても楽しみにしていた子ども達でした。泥水を使って、水のろ過実験では泥水が時間かけて、ろ過さ

れていく様子を見ました。「少しだけ水が出てきた！」「わぁ！色が変わった」など感想を言っていた子ども達でし

た。節水のお話では「歯磨き」を例に出され、コップに水を溜めてから歯磨きをすると少ない水で出来て「節水」

になると教えてもらいました。ご家庭でも、水道を使用する時は水を出したままにはせず、子ども達と一緒に節

水を心掛けてみませんか！

令和３年１１月５日（金）

社会福祉法人となかいま研究会

あいあい保育園

担当：前田 美紀

泥水でろ過実験

ペットボトルの

泥水はを入れたら

どーなるの⁇

水は限りある資源です。大切に使います。

わぁ！！ 水が

少しずつ出てきてる。

茶色の水が透明な水

になっている。

すごい！

☆水の国 くまもと ☆

熊本のきれいな水

名水１００選の写真をくまモン

を探しながら見たよ。
くまモン!! あそこにいた！


